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北海道コカ・コーラボトリング株式会社（本社：札幌市清田区 代表取締役社長：矢吹健次）は、   

2009 年 1 月に締結した「さっぽろまちづくりパートナー協定」に基づき、札幌市円山動物園の環境教育活動

と賑わいづくりを応援しています。 

それに伴い、札幌市円山動物園にて開催される、「ドキドキ秋祭り」開催期間中の 9 月 23 日(月祝)に、同

園内「ネイチャーカフェアース」にて、環境教室「ペットボトルで風力発電機を作ろう！」を開催いたします。 

 

身近なペットボトルを材料にすることで、エネルギーの大切さや地球温暖化について考えるきっかけを

つくると共に、ペットボトルには同園で飼育展示されている動物(絶滅危惧種)である「ホッキョクグマ」「マレ

ーバク」「オオワシ」「カバ」の 4種が描かれた「ミニッツメイド Ｑｏｏ どうぶつデザイン（２８０ｍｌ）」を使用す

ることで、絶滅危惧種の保護や環境問題への関心を持つきっかけになればと考えております。 

 

■ 「ペットボトルで風力発電機を作ろう！」 概要 

開催日時 ： 2013年9月23日（月祝） 1回目 10：00～/2回目 15：00～ (所要時間：1時間程度) 

開催場所 ： 札幌市円山動物園内「ネイチャーカフェアース」 

参加人数 ： 各回 先着15名    ※ 参加費：材料費として600円 

後援    ： 札幌市円山動物園   

 

当社は、｢変化への挑戦～北の大地とともに～｣をスローガンに、環境保全活動を通じて、持続可

能で、安全・安心な社会の実現を目指しております。 

これからも、次世代を担う子ども達に、将来の地球の姿を考える場を提供することや、安全・

安心を守る活動を、事業活動を通じて継続的に推進してまいります。 

＜本件に関するお問い合わせ先＞ 

北海道コカ・コーラボトリング株式会社 

広報・CSR推進部 担当：藤井 

011-888-2091 

 

読書の秋・スポーツの秋・食欲の秋・「エコの秋」 
～秋風を電気に変換！？～ 

ペットボトルで「風力発電機」をつくろう！ 
               



【ご参考】 

●「さっぽろまちづくりパートナー協定」 

札幌市では市民自治の推進を図るために、幅広い政策分野や事業について、ともにまちづくり

を担っていくことを合意できた企業と、包括的な連携協定（名称 さっぽろまちづくりパートナー

協定）を締結しています。   

（締結日 2009 年 1 月 8日） 

札幌市と当社は以下の４分野を連携の柱とした協定を締結しました。 

 

（１） 未来を担う子ども達が健やかに育つまちづくり 

（２） 安心・安全で誰もが健康に暮らせる、人と環境にやさしいまちづくり 

（３） 観光・文化・スポーツの振興を通じた、都市の魅力が輝くまちづくり 

（４） 地域の連携・協働を進めるまちづくり 

 

また、2011 年 6 月に、札幌市清田区にある白旗山の森づくりを応援するとともに、円山動物園

におけるさらなる環境啓発の展開・充実を目指し、「環境事業に関する協定」を締結。 

 

 

● 当社と「札幌市円山動物園」との協働の取組み 

・2008年7月、札幌市円山動物園内に、次世代教育の

場として 「 nature café EARTH （ネイチャーカフェ     

アース）」をオープンし、来園者の休憩を楽しんでもらうほか、 

環境の大切さを感じていただく場として運営。 

 

・2010年9月、北海道に生息する猛禽類の飼育下繁殖技術の確立や

傷ついた猛禽類の保護、放鳥にむけてのリハビリテ

ーション施設、市民に生態系保存の重要性を伝えて

いくことを目的とした「野生動物復元プロジェクト」を

応援するため、当社は同プロジェクトに 1000 万円

を寄付いたしました。 

 

 

● 2013 年 4 月「Qoo(クー)どうぶつデザイン」を発売 

札幌市とその周辺地域にて限定販売。同製品の売り上げの一部は、札幌市円山動物園の環境

教育活動に役立てられています。 


